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背景 

里山的環境、景観の保全のためには、 

 適度な伐採などの管理が重要 

 →放置による植生遷移の進行は 

     生物多様性を低下させる  

 

生物多様性についての理解度が高くない 

 

間伐材の有効活用 



活動目的 

 中百舌鳥キャンパス内に生育する樹木に対する理解 

 

 同キャンパス内の樹林における間伐作業と 

  間伐材の活用 

 

 地域の人々との交流 



8月 

活動内容 ―イベント当日まで― 

 
7月 

 
 

6月 

 
 

5月 

4月  18日  グループ決定 
 23日  キャンパス散策 
 

 22日  計画案出し 
 

 24日  方針決定 
 

 10日  計画書作成 
 
 13日  材料準備・打ち合わせ 
 26日  前日準備 
 
 27日  イベント当日 



• 計画の打ち合わせ 

• 計画書の作成 

• ポスターの作成 
 

イベントに向けて 



 イベントの準備 

 材料の準備 

 イベント前日の準備 

イベントに向けて 



当日のタイムスケジュール 

 全体説明 

 

 中村先生の説明(府大の植物について) 

 

 野外での解説(実際に植物を見て)と採取 

 

 木工クラフト 

 

 



参加者の様子 

 14名の子供たちと保護者が参加された 

 遠方から参加してくれた方が複数人いた 

 子供と同様に保護者の方も熱心に説明を聞かれたり、
質問をされたりと興味を持ってくれた 

 柔軟な発想で様々なクラフトを作ってくれた 

 



完成品 



アンケート結果 

全体の印象 

とても良かった 

 11/ 14 

良かった 

 2/ 14 

普通 

 1/ 14 

あまり良くなかった 

 0/ 14 

良くなかった 

 0/ 14 



アンケート結果 

次回の参加 

ぜひ参加したい 

 9/ 14 

参加したい 

 4/ 14 

どちらとも言えない 

 1/ 14 

参加したくない 

 0/ 14 



アンケート結果 

★ 

★ 

★ 

★ 



まとめと考察 

 授業および樹木観察を通して、府大構内の樹木の生
態について地域の人々に知ってもらうことができた 

 

 工作を通じて、身近な樹木とのふれあいや、里山管理
に通じる資源の利用を体験してもらうことができた 

 

 イベントを通じて、地域の人々や関係者の方々と 

 交流することができた 


